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Fig 1. Glow curves of BeO. (X-ray) 
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Fig 2. Glow curves of BeO. a:X-ray 

5Gy, b: post-annealed at 150°C 

for 1 hour , c: a-b. 

1) Ref: H.Yasuda, K.Fujitaka  Radiat.Prot.Dosim. 87(2000)203 

 

熱蛍光素子 BeO (UD-170A) のグロー曲線の線量依存性と成分解析 

X-ray dose dependence and component analysis of glow curves on TL phosphor BeO (UD-170A)   
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[諸言] 

 粒子線治療の生物効果を評価するためには，線質の情報を正確に取得する必要がある．この線

質情報を簡易的に得ることは困難であるが，グロー曲線の LET 依存性を利用して簡易的な LET

の算出法が検討されている 1)．しかし，生物効果を評価するための十分な精度は有していない．

そこで我々は，非常に遅い昇温速度で測定できる測定器を製作し，精度の高いグロー曲線の測定

を可能にした．これまでの早い昇温速度による測定では近接したグローピークを区別することは

できなかったが，昇温速度を遅くすると各温度での TL 強度を詳細に測定でき，熱蛍光素子 BeO 

(UD-170A)のメイングローピークが 2 つの成分からなる

ことを明らかにした．また，各成分は LET と線量に依存

したため，ポストアニール法を用いて成分を分離し，各

成分の線量応答性の違いを詳しく解析したので報告する． 

 [方法] 

6 MV X線を1, 2, 5, 10, 20 Gy照射し各線量のグロー曲

線を測定した．昇温速度は 0.11°C/s で行った． 

[結果・考察] 

 Fig 1.にBeOの各線量に対するグロー曲線を示す．1，

2Gyでは155°Cに，10Gy以上では201°Cにグローピークが

観測され，線量の増加に伴い，グローピーク温度と形状

が大きく変化した．ポストアニール法による成分解析の

結果をFig 2.に示す．照射後150°Cで1時間アニール(ポスト

アニール)した (b) とノーポストアニールのグロー曲線 

(a) との関係から二つの成分を分離した．その結果，線量

の増加に伴うグローピーク温度とグロー曲線の形状の変

化は (b) と (c) 成分の比が変化することに起因している

ことが明らかになった．簡易的なLET評価に利用するた

めに，基礎データの取得と解析を進める． 
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